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タイトルである「狙った恋の落とし方」の文字の使用権を取得した後、2010 年 1 月に
「狙った恋の落とし方」という交友バラエティ番組の放送を開始し、大成功を収めた。













日本知財学会第 15 回年次学術研究発表会予稿集，2017 年 
３ 中国における司法判断の特徴 
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 ４ 若干の考察 
本件における司法判断の特徴は以上のとおりであるが、それにしても、著作権者は、
テレビ番組、図書のタイトル等、関係する著作権に関連する商標について、予め商標
の登録及び検索作業を必ずきちんと行っておく必要があることは言うまでもない。 
第１に、著作権者は、特に力を入れた比較的大きな著作物について、商標に対する
意識を持たなければならない。「商標法」が悪意の抜け駆け登録について各種の規制
を設けているにもかかわらず、商標の抜け駆け登録は依然として一種の普遍的な現象
のままである。実務において、テレビ番組、図書及びその中に登場するキャラクター
は商標として使用される可能性があるため、権益の保護の点からも、紛争を回避する
という点からも、自己の番組の名称に対する防御のため、また、論争・紛争に巻き込
まれることを回避するため、著作権者は番組の命名を行う前に、前もって商標の登録
及び検索作業をきちんと行っておくことが望ましい。 
第２に、商標権者の権益の保護は、理性的かつ正当でなければならない。すなわち、
商標法が保護しようとするのは、登録行為によって固化された商標標識自体だけでな
く、商標が有する商品/役務の出所を識別及び区別する機能である。司法は、正当か
つ適法な商標権保護行為を奨励し、かつ保護しているわけであり、商標権者は登録し
た商標があることの一事を以て、他者による権利の侵害をいつでもどこでも主張でき
るわけではないのである。 
もっとも、本発表の議論に対しては、商標権を制度として確立しようとする立場か
らすれば、商標権の審査において権利としての実質的な正当性を考慮すべきこととな
って、商標権の意義自体を減殺するおそれがあるとする批判がありえよう。また、商
標登録が悪意によるものか抜け駆けによるものかについての判断は、現実には極めて
曖昧であり、当局や裁判所の判断が常に正しいという保障もあるわけではない。 
しかしながら、既に述べてきたとおり、本件で紹介した司法判断の特徴の背後にあ
る考え方は、知的財産権の本質はあくまで「知的活動」によって生じたものを正当に
保護することであり、制度や手続を駆使して他人の知的活動の成果を自己の「権利」
として利益を得ようとすることを防止しようとするものであり、本発表での主張も、
基本的にその点に同調するものである。実際、司法判断においても、本発表において
も、著作権が商標権に常に優越すべきであると主張しているわけではないし、商標権
の取得のための手続においてて後れを取った権利者については、最終的にその権利が
保護されることについてはともかく、紛争の対応を筆頭とする相応の負担や危険を負
うべきこととなるのは、やむを得ないものと考えられる。 
 以上のことから、本発表を通じて主張したいこととしては、第１に、知的活動を行
った権利者の利益が適正に保護されるような、知財全体を通じた制度設計を構想する
こと、第２に、特に商標権について、悪意の抜け駆け登録を防止するための実効的な
手法を、現行法体系に組み入れること、第３に、不幸にして著作権と商標権との間で
紛争が生じた場合における、適正な手続と明確な判断基準、及び必要となる証拠法則
について、より議論を深めていくべきことを挙げたいと思う。 
 
